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こ
れ
ま
で
燃
や
せ
る
ご
み
や
燃
や
せ
な

い
ご
み
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
場
合
、

ご
み
袋
の
大
き
さ
や
色
は
決
ま
っ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
黒
い
ご
み
袋
や
肥
料
袋
に

入
れ
て
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
中
身
が
分
か
ら
な
い
た
め
に

分
別
マ
ナ
ー
が
守
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
四
月
か

ら
は
市
が
勧
め
る
推
奨
袋
を
使
っ
て
ご
み

を
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
黒
い
ご
み
袋

や
肥
料
袋
で
出
す
こ
と
は
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
少
量
の
ご
み
は
、
袋
を
有
効

に
活
用
す
る
観
点
か
ら
ス
ー
パ
ー
な
ど
が

提
供
す
る
い
わ
ゆ
る
「
レ
ジ
袋
」
で
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
白
色
半
透
明
で
外

か
ら
中
身
が
確
認
で
き
る
袋
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

個
人
情
報
が
書
か
れ
た
書
類
や
下
着
な

①
「
推
奨
袋
」
を
導
入

　

四
月
か
ら
ご
み
の
分
別
収
集
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
現
在
、
大
野
市
と
勝
山
市
で
構
成
す
る
広
域

行
政
事
務
組
合
が
建
設
し
て
い
る
ご
み
処
理
施
設
の
稼

動
に
合
わ
せ
、
両
市
で
ご
み
の
分
け
方
を
統
一
す
る
た

め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

ご
み
は
私
た
ち
の
生
活
に
最
も
身
近
な
問
題
で
す
。

分
別
や
収
集
方
法
の
変
更
点
を
正
し
く
理
解
し
、
ご
み

減
量
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

４月から
変わる

大
き
く
変
わ
る
の
は
次
の
７
つ

出
せ
る
袋
・
分
類
の
方
法
な
ど

①推奨袋を使う
　燃やせるごみや燃やせないごみを
出す場合、白色半透明の推奨袋を使
用してください。中身の見えない黒
いごみ袋は使えなくなります

②プラスチック容器は可燃ごみ
　プラスチック容器類は「燃やせる
ごみの日」に出してください。新し
い施設では燃やす際に出る熱を回収
し、再利用します（サーマルリサイ
クルといいます）

③特殊ごみと硬質ごみを分ける
　｢燃やせないごみの日｣に特殊ごみ
と硬質ごみを専用のコンテナに出し
てください。特殊ごみは乾電池、蛍
光灯、水銀体温計の3つ、硬質ごみ
は鉄アレイ、ハンマーなどです

燃やせる
ごみ　　

（黒色）

推奨袋

特殊ごみ

硬質ごみ

〜
正
し
く
理
解
し
て
減
ら
そ
う
ご
み
〜

家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
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ど
、
中
身
を
見
ら
れ
た
く
な
い
も
の
は
色

付
き
の
小
さ
な
袋
に
入
れ
る
な
ど
工
夫
し

て
推
奨
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

推
奨
袋
は
、
大
き
さ
が
四
五
㍑
の
一
種

類
で
、
価
格
は
ご
み
袋
を
販
売
す
る
事
業

者
に
よ
り
多
少
異
な
り
ま
す
。
現
在
、
ご

み
袋
を
取
り
扱
っ
て
い
る
ス
ー
パ
ー
や
量

販
店
な
ど
を
通
じ
て
、
三
月
中
旬
か
ら
販

売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

市
で
は
、
ご
み
袋
の
流
通
期

間
な
ど
を
考
慮
し
、
六
月
末
ま

で
の
三
カ
月
間
は
黒
い
ご
み
袋

で
出
し
た
場
合
で
も
収
集
し
ま

す
。
肥
料
袋
は
ご
み
処
理
施
設

の
機
械
の
関
係
で
四
月
か
ら
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
洗
剤
な
ど
の
容
器

は
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
と
し

て
収
集
し
て
い
ま
し
た
。
四
月

か
ら
は
卵
パ
ッ
ク
や
、
マ
ヨ
ネ

ー
ズ
な
ど
の
チ
ュ
ー
ブ
類
同
様

「
燃
や
せ
る
ご
み
」
と
し
て
推

奨
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。
シ
ャ
ン
プ
ー
、
食
用
油
や

調
味
料
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

類
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ご
み
を
新
し
い
ご

み
処
理
施
設
で
燃
や
す
と
熱
が

発
生
し
ま
す
。
発
生
し
た
熱
は

市
健
康
保
養
施
設
「
あ
っ
宝
ん

ど
」
へ
の
お
湯
の
供
給
や
ご
み

処
理
施
設
の
融
雪
な
ど
に
利
用

し
ま
す
。

　南新在家のごみ処理施設（愛称ビュークリーンおく

えつ）と勝山市平泉寺町の最終処分場（愛称エコバレ

ー）は、4月稼動に向け工事が進んでいます。

　ごみ処理施設には2基の溶融炉が設置され、1日最

大84㌧の可燃ごみが処理できます。1300〜1500度の

高温で処理するため、ダイオキシンの発生を抑制でき

ます。併設のリサイクルプラザでは、1日最大31㌧の

資源ごみや不燃ごみ、粗大ごみを処理。ごみ処理の仕

組みを学習できる施設も整備します。

　最終処分場は面積5500平方㍍、容量2万5000立方㍍。

ごみ処理施設から出る燃えかすと不燃ごみの残りかす

を埋め立てます。埋め立て地全体を高密度ポリエチレ

ンシートで覆い、地下への雨水の浸透を防ぎます。

　ごみ処理施設を名付けた

横井直樹さん(右)は「ごみ

箱に入れる時に本当に捨

てて良いものかどうかを判断して」。

最終処分場を名付けた藤沢あおいさ

んは「積極的にリサイクルしていき

たい」

愛称
名付け親
から一言

ごみ処理施設・最終処分場の概要

②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

　
　
　

燃
や
せ
る
ご
み
に

⑥燃やせるごみの寸法守って
　木の枝や毛布などをステーション
に出す場合、木の枝は長さ40㌢・太
さ8㌢、ホースは1㍍、毛布などは1㍍
四方を目安に細かくしてください

⑤ビン類もステーションに
　これまで各地域のコンテナやド
ラム缶に出していた空きビン類は
｢資源ごみの日｣に出してください。
色別に分ける必要はありません

ステーションにごみを出す場合は次の点に注意してください
○収集日当日の朝8時までに自分の地区のステーションに出す（ごみカレンダーで確認）
○片手で持てる程度の大きさにする（重さの目安は10㌔）
○決められた寸法を守る（燃やせないごみは縦・横・高さの合計が1㍍を超えないように）
　→超えるものは直接施設へ持ち込むか、許可業者に依頼してください（有料）

④古紙類の収集日を設ける
　新たに古紙類を収集する日が増えます。
紙パックもステーションに出すようになり
ます。古紙は丈夫なひもで縛ってください
（ただし集団回収で｢紙ひも｣の指定がある
場合は必ず紙ひもを使用ください）

白ビン

茶ビン

その他

新聞・紙パック
ダンボール

その他の紙

推奨袋
40㌢
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こ
れ
ま
で
分
類
さ
れ
て
い
た｢

資
源
ご
み｣

 
「
燃
や
せ
る
ご
み｣｢

燃
や
せ
な
い
ご
み
」  

 
「
粗
大
ご
み
」
に
、
新
た
に｢

特
殊
ご
み｣

と｢
硬
質
ご
み｣

の
区
分
が
加
わ
り
ま
す
。

　

特
殊
ご
み
と
は
、
乾
電
池
、
蛍
光
灯
、

水
銀
体
温
計
の
三
つ
を
指
し
ま
す
。
硬

質
ご
み
に
は
鉄
ア
レ
イ
や
ハ
ン
マ
ー
、

チ
ェ
ー
ン
コ
ー
ド
類
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

特
殊
ご
み
と
硬
質
ご
み
は
「
燃
や
せ
な

い
ご
み
の
日
」
に
収
集
し
ま
す
。
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
設
置
す
る
専
用
の
コ
ン
テ
ナ
に

分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
た
だ
し

一
部
地
域
を
除
き
ま
す)

　

こ
れ
ま
で
毎
週
水
曜
日
に
古
紙
類
（
ダ

ン
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
そ
の
他
の
紙
類
）

を
収
集
し
て
い
ま
し
た
。

　

四
月
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
収
集
の
無

か
っ
た
曜
日
に
古
紙
の
収
集
日
を
追
加
し

ま
す
。
収
集
日
ご
と
に
出
す
種
類
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
出
す
前
に
必
ず
ご
み
カ
レ

ン
ダ
ー
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
新
聞
紙
と
紙
パ
ッ
ク（
四
週
間
に
一
回
）

○
ダ
ン
ボ
ー
ル（
四
週
間
に
一
回
）

○
そ
の
他
の
紙（
二
週
間
に
一
回
。
た
だ

　

し
一
部
地
域
を
除
き
ま
す
）

　

紙
パ
ッ
ク
と
新
聞
紙
は
別
々
に
ひ
も
で

縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
紙

は
雑
誌
類
、
チ
ラ
シ
、
お
菓
子
の
空
き
箱

④
古
紙
類
の
収
集
日
を
追
加

③「
特
殊
ご
み
」･「
硬
質
ご
み
」新
設

紹介します 　ごみ分別説明会で出た

推奨袋

名前の記入欄は必ず書くのか ➡ 記入欄は設けましたが、記入するかどうかは各地区で決定してくださ
い。他地区からの持ち込みとの区別などに活用してください

勝山市指定のごみ袋は使えるのか ➡ 資源ごみを出す場合のみ使えます。燃やせるごみや燃やせないごみな
どを出すときは大野市の推奨袋を使ってください

おむつは黒い袋に入れてもよいのか ➡ 他人に見られたくないものは、色付きの小さい袋に入れるなど工夫し
て他のごみと一緒に推奨袋に入れて出してください

黄色の袋がカラス対策になると聞いたが ➡ 効果がはっきりしていない点と、袋に着色することで費用が高くなる
ことなどから、今回は見送りました

分類方法

蛍光灯は箱ごと出せばよいのか ➡ 買い替えたときの箱に入れるなど割れない工夫をしてください。もし
割れてしまったら燃やせないごみで出してください

空きビンはすべて資源ごみなのか ➡
飲料用や食品油などが入っていたビンは資源ごみ、化粧品や殺虫剤な
どのビンは燃やせないごみで出してください。ビールビンやお酒の１
升瓶は販売店に出してください

電池はすべて特殊ごみなのか ➡ ボタン電池や充電用電池などは販売店に出してください

プラスチック製の食器やハンガーは ➡ 燃やせないごみで出してください

ペットボトルのキャップやリングは ➡ キャップは燃やせるごみで出してください。リングは取らずにそのま
ま資源ごみで出してください

ダンボールの金具が硬いのですが ➡ 無理に取らなくても結構です。取れる範囲でご協力ください

施設への直接持ち込み

じゅうたんなどは ➡ 小さく切れれば燃やせるごみで。切らずに施設へ持ち込むこともでき
ます

持ち込み手数料はいくらになるのか ➡ 現在、大野・勝山地区広域行政事務組合で検討中です

その他

地域で資源回収しているが ➡
育成会などが実施する資源回収は、資源の有効活用をはじめ、ものを
大切にする意識の高揚や地域のコミュニティづくりにも役立ちますの
で、積極的に利用してください。市に補助制度があります

食品トレイや紙パックは販売店でも回収
しているが ➡ 店頭回収もリサイクル活動の一環です。マナーを守って出すようにし

ましょう

スプレー缶のガスの抜き方教えてほしい ➡ 中身を完全に使い切って、くぎで穴を開けて下さい。専用の器具も売
られています

※ここで取り上げたのは分類の一例です。詳しくは「ごみの分類と早見表（保存版）」で確認してください。

Q A

疑問 質問

　昨年11月から2月にかけ、市内約180カ所で開催した分別説明会。そこで市民の
皆さんから多くの疑問・質問が寄せられました。その一部をＱ＆Ａで紹介します。
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な
ど
で
す
。
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
異
物
を
取

り
、
小
さ
い
紙
は
紙
袋
な
ど
に
入
れ
て
、

ひ
も
で
縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
名
刺

よ
り
大
き
い
サ
イ
ズ
は
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
ま
す
。
な
お
、
感
熱
紙
や
カ
ー
ボ
ン
紙
、

写
真
な
ど
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。

燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

空
き
ビ
ン
類
は
こ
れ
ま
で
、
各
地
域
に

設
置
し
て
あ
る
コ
ン
テ
ナ
や
ド
ラ
ム
缶
に

色
分
け
し
て
回
収
し
て
い
ま
し
た
。

　

四
月
以
降
、
コ
ン
テ
ナ
や
ド
ラ
ム
缶
は

撤
去
し
ま
す
。
水
曜
日
の｢

資
源
ご
み
の

日｣

（
空
き
ビ
ン
類
は
四
週
間
に
一
回
）

に
、
中
身
の
見
え
る
袋
に
入
れ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
こ
れ
ま
で
同
様
に

中
身
を
使
い
切
り
、
水
洗
い
し
て
キ
ャ
ッ

プ
を
は
ず
し
て
く
だ
さ
い
。
紙
ラ
ベ
ル
は

取
る
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
色
分
け

は
回
収
後
に
施
設
で
行
い
ま
す
。
割
れ
た

ビ
ン
類
は
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
同
様
、
木
く
ず
や
枝
な
ど
は

ロ
ー
プ
な
ど
で
縛
り
燃
や
せ
る
ご
み
と
し

て
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
長

さ
は
四
○
㌢
、
太
さ
は
八
㌢
程
度
ま
で
に

切
っ
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ス
は
一
㍍
、
シ

ー
ト
や
毛
布
な
ど
は
一
㍍
四
方
に
切
っ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
が
祝

日
に
あ
た
る
場
合
、
収
集
業
務
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
住
民
か
ら
は
祝
日
で

も
ご
み
の
収
集
を
し
て
ほ
し
い
な
ど
、
収

集
日
の
拡
充
を
求
め
る
声
が
多
く
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

四
月
か
ら
は
、
年
末
年
始
と
五
月
の
三

連
休
を
除
く
祝
日
も
収
集
業
務
を
行
い
ま

す
。
朝
八
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
ビ
ン
類
は「
資
源
ご
み
の
日
」に

⑥
枝
の
長
さ
は
40
㌢
ま
で

⑦
祝
日
も
収
集
し
ま
す

カ
レ
ン
ダ
ー
や
早
見
表
で
確
認

分
別
説
明
会
に
積
極
的
参
加
を

　

昨
年
十
二
月
に
大
野
・
勝
山
地
区
広
域

行
政
事
務
組
合
が
発
行
し
、
全
戸
配
布
し

た
「
ご
み
の
分
類
と
早
見
表
（
保
存
版
）」

は
、
四
月
か
ら
変
わ
る
ご
み
の
分
類
方
法

を
イ
ラ
ス
ト
と
文
章
で
分
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
ま
す
。
千
五
百
種
類
以
上
の
品

目
を
ど
れ
に
分
類
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
製

品
名
で
検
索
で
き
る
早
見
表
も
付
い
て
い

ま
す
。
ま
だ
一
度
も
開
い
て
い
な
い
人
は

内
容
を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
保
存

版
で
す
の
で
大
切
に
保
管
し
、
家
族
み
ん

な
が
確
認
で
き
る
場
所
に
置
い
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
平
成
十
八
年
度
の
ご
み
カ
レ
ン

ダ
ー
を
広
報
お
お
の
三
月
号
と
一
緒
に
配

布
し
ま
し
た
。
ご
み
を
出
す
と
き
は
必
ず

カ
レ
ン
ダ
ー
を
確
認
し
て
、
出
す
日
を
間

違
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
三
月
中
、
市
内
四
カ
所
で
分
別

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
（
計
九

回
）。
詳
し
く
は
上
枠
内
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
都
合
の
良
い
日
時
に
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

ご
み
の
問
題
は
、
近
年
の
有
料
化
を
め

ぐ
る
動
き
や
循
環
型
社
会
の
推
進
な
ど
も

含
め
て
、
私
た
ち
の
生
活
に
最
も
身
近
な

も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
正
し
く
理
解
し

分
別
す
る
こ
と
で
、
積
極
的
な
ご
み
減
量

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
分
別
に
関
す
る
こ
と
は
生
活
環
境

課
環
境
保
全
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

４
６
２
）、
ご
み
処
理
施
設
に
関
す
る
こ

と
は
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組

合
（
☎
66
・
６
６
９
０
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

12月に全戸配布
した冊子

分別説明会を開催

もう一度聞きたい人も参加を
　市では、地区説明会に参加できなかった人や
もう一度聞いてみたい人、事業所に勤務する人
などを対象に、ごみ分別説明会を開催します。
　都合の良い日時に、ぜひ参加ください。

開催日時と会場

　3月12日㊐午後7時〜　　　和泉ふれあい会館

　 　 15日㊌午後1時30分〜　文化会館

　 　 15日㊌午後7時〜　　　文化会館

　 　 16日㊍午後7時〜　　　文化会館

　 　 25日㊏午後7時〜　　　有終会館

　 　 26日㊐午後1時30分〜　有終会館

　 　 26日㊐午後7時〜　　　有終会館

　 　 27日㊊午後1時30分〜　有終会館

　 　 27日㊊午後7時〜　　　エキサイト広場

その他　昨年12月に大野・勝山地区広域行政事

　　　　務組合が発行した「ごみの分類と早見

　　　　表（保存版）」を必ず持参ください

問合せ先　生活環境課環境保全係

　　　　　（☎66・1111内線462）
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推
進
員
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の
は

　

二
人
と
も
福
井
県
が
開
講
し
て
い
た
男

女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座
の
五
期
生
で
し
た
。
修
了
生
で
組
織

す
る｢

福
井
ソ
フ
ィ
ア
の
会｣

で
は
、
文
部

科
学
省
の
委
嘱
を
受
け
て
、
紙
芝
居
の
制

作
や
上
演
、
毎
年
の
推
進
大
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。｢

さ
ん
か
く｣

は
話
し
合
い
か

ら
始
ま
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

具
体
的
な
活
動
は

　

主
に
啓
発
活
動
で
す
ね
。
イ
ベ
ン
ト
会

場
で
の
チ
ラ
シ
な
ど
の
配
布
や
、
小
学
校

や
地
域
の
集
ま
り
な
ど
に
出
向
き
、
ジ
ャ

ン
ボ
か
る
た
や
紙
芝
居
を
使
っ
て
話
を
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
奥
越
と
高
志
地
区

の
推
進
員
七
人
が
協
力
し
て
男
女
共
同
参

画
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
の
教
材

「
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
シ
ア
タ
ー
」
を
二
月

上
旬
に
作
製
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
教
材

を
活
用
し
て
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を

育
て
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
れ
か
ら
期
待
す
る
こ
と
は

　

｢

大
野
に
住
ん
で
て
良
か
っ
た｣

と
思
え

る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
一
人
一
人
が
進
ん

で
講
座
な
ど
に
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

市
で
は
平
成
十
三
年
三
月
に
「
大
野
市

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
男

女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
審
議
会
委
員
な
ど
へ

の
積
極
的
な
女
性
の
登
用
、
男
女
が
と
も

に
担
う
子
育
て
や
介
護
の
環
境
づ
く
り
、

講
座
な
ど
に
よ
る
意
識
啓
発
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
策
定
か
ら
五
年
が
経
過
し
た
た

め
、
現
在
改
訂
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

企
画
課
市
民
協
働
係
（
☎
66

　

・
１
１
１
１
内
線
４
３
５
）

　小学校や保育園、幼稚園などではジャンボかるたを使い、遊びを
通した啓発活動をしています（1月16日　有終西小学校）

男女がともに尊重し合い、
個性と能力を発揮できる
社会の実現目指して

　

市
の
取
り
組
み
状
況

山品　弘子さん（茜町）城地　恭子さん（蕨生）

｢

思
い
や
り
の
気
持
ち｣

育
て
た
い

←

　

男
女
が
お
互
い
に
尊
重
し
合
え
る
意
識
を
持
つ

こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
無
意
識
の
う
ち
に
慣
習
や
し
き
た
り
、
固
定

的
な
役
割
分
担
な
ど
に
と
ら
わ
れ
た
生
活
に
流
さ

れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
県
の
男
女
共
同
参
画
推
進
員
と
し
て
活

躍
す
る
山
品
弘
子
さ
ん
と
城
地
恭
子
さ
ん
の
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。
自
分
の
地
域
や
団
体
の
会
合
な

ど
に
推
進
員
の
派
遣
を
希
望
す
る
人
は
山
品
さ
ん

（
☎
6
66
・
１
１
０
３
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

て をあげてはっきり
いおうねじぶんのきもち

や ろうよいっしょに
ボールあそびもままごとも
　　　　　（かるたの 1例）
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第42回越前大野名水マラソン  参加者募集

5月28日午前9時10分スタート

種　目 5種目23部門

【2㎞】 小学親子（1年、2年、3年の各学年）

 小学4年（男子、女子）

 小学5・6年（男子、女子）

【3㎞】 中学(男子、女子)、一般男子40歳以上、

　 一般女子（高校生は除く）

【5㎞】 一般男子（39歳以下、40歳以上）

 一般女子（39歳以下、40歳以上）

【10㎞・ハーフ】一般男子（39歳以下、40歳代、 

　　　　　　　　50歳以上）、一般女子

参加料　小中学生＝500円、高校生＝1000円、親

　　　　子の部、一般＝1500円（保険料含む）

申込締切日　4月28日㊎
申込方法　教育委員会、各公民館、エキサイト広

　　　　　場などに置いてある申込書（郵便振替

　　　　　用紙を兼ねる）に必要事項を記入し、

　　　　　郵便局で参加料を振り込み

対　象　中学生以上

内　容　大会運営補助（受け付け、給水など）

時　間　午前7時〜午後2時（予定）

申込締切日　4月7日㊎
その他　協力いただいた人には記念品を差し上げ

　　　　ます

申込・問合せ先
第42回越前大野名水マラソン事務局
（教育委員会スポーツ課内
　☎0779・66・1111内線531）

出場者募集

運営スタッフ募集

ゲストランナーは

岩崎　恭子さん

プロフィル
　1978年静岡県生まれの27歳。バ
ルセロナオリンピック女子200㍍
平泳ぎで金メダル。当時のオリン
ピック競泳史上最年少金メダリス
ト。現在、日本水泳連盟競泳委員
などを務める

　　今年から変わります

主な変更点
●コースが一部変わります
　これまで、ランナーは市役所前をスタート後、国
道158号まで直進していました。今年からはこぶし通
りで左折するコースに変更となります。詳しくは申
込書をご覧ください。スタート、ゴールは変更あり
ません。（『広報おおの』5月号で交通規制とコース
図を掲載します）
●スタート時間などが変わります
　スタート時間が40分繰り上げになります。それに
伴い、当日受け付けや開会式の時間が変わります。
当日受け付け時間　午前7時30分〜8時30分
開 会 式　午前8時15分〜
スタート　午前9時10分〜（ハーフの部）
●前日受け付けも行います
　毎年2000人余りのランナーがレース当日に受け付
けしていました。今年からは余裕を持ってレースに
臨んでいただけるよう、前日受け付けも行います。
日　時　5月27日㊏午後5時〜7時
場　所　有終会館（大野市天神町1−19）
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市
で
は｢

大
野
市
都
市
景
観
条
例｣

に
基

づ
く
都
市
景
観
形
成
地
区
の
建
築
物
整
備

に
対
し
、
初
め
て
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

都
市
景
観
形
成
地
区
と
は
、
重
点
的
に

景
観
形
成
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
地
区
を
あ
ら
か
じ
め
指
定
す

る
も
の
で
、
現
在
七
間
通
り
と
五
番
通
り

が
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
両
地
区
で
は

地
区
民
の
同
意
を
得
て
、
景
観
形
成
基
準

に
従
っ
て
景
観
に
配
慮
し
た
整
備
を
行
う

た
め
の
「
ま
ち
づ
く
り
協
定
」
を
定
め
、

良
好
な
景
観
形
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

助
成
の
対
象
は
、
地
区
内
に
立
地
す
る

住
宅
な
ど
の｢
外
観
の
修
景（
※
）｣

、
広
告

物
な
ど
の｢

撤
去
や
修
景｣
、
塀
や
植
栽
な

ど
の｢

外
構
施
設
の
整
備｣
で
、
市
の
一
定

基
準
を
満
た
す
場
合
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
整
備
し
た
の
は
、
七
間
通
り
に
あ

る
元
町
会
館
前
の
土
蔵
で
す
。
白
と
黒
を

基
調
と
し
た
本
来
の
土
蔵
の
姿
に
戻
し
、

伝
統
的
な
町
家
と
調
和
が
取
れ
る
よ
う
配

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
修
景
…
町
並
み
、
家
屋
や
そ
の
他
の
工

　

作
物
の
外
観
を
景
観
的
に
調
和
す
る
よ

　

う
、
伝
統
的
建
築
様
式
を
採
用
す
る
な

　

ど
し
て
新
築
・
増
築
・
改
築
・
改
修
す

　

る
こ
と

罹り

災さ
い

証
明
書
を
発
行
し
ま
す

　

今
冬
の
大
雪
で
、
住
宅
の
一
部
損
壊
な

ど
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
人
に
対
し
「
罹
災

証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

　

こ
の
証
明
書
は
住
宅
の
修
繕
費
用
な
ど

を
保
険
会
社
に
請
求
す
る
際
に
必
要
と
な

る
も
の
で
す
。

　

ま
ず
保
険
会
社
に
必
要
書
類
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
保
険
会
社
指
定
の

用
紙
ま
た
は
市
役
所
に
あ
る
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
被
害
状
況
の
分
か
る

写
真
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
合
せ
先　

総
務
課
行
政
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
４
）

降
雪
一
段
落
も
被
害
相
次
ぐ

　

十
二
月
に
記
録
的
な
大
雪
を
も
た
ら
し

た
寒
波
は
一
月
中
旬
に
は
活
動
を
弱
め
、

市
民
生
活
も
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
ま
し

た
。
一
方
、
天
然
記
念
物
や
歴
史
的
な
建

物
の
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

下
打
波
に
あ
る
県
指
定
天
然
記
念
物

「
白
山
神
社
の
カ
ツ
ラ
」
は
、
枝
二
本
が

折
れ
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
柳
廼
社
の
拝
殿
と
社
務
所
は
倒
壊
の

危
険
が
あ
る
と
し
て
境
内
を
全
面
立
ち
入

り
禁
止
と
し
た
た
め
、
市
民
俗
資
料
館
も

臨
時
休
館
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
市

民
俗
資
料
館
は
三
月
末
ま
で
休
館
の
予
定

で
す
。

　

二
月
十
六
日
ま
で
に
市
に
報
告
の
あ
っ

た
、
人
的
・
物
損
の
被
害
状
況
は
次
の
通

り
で
す
。

　
市
内
の
被
害
状
況

　
　
　
（
12
月
13
日
〜
２
月
16
日
報
告
分
）

　
【
人
的
被
害
】

○
死
亡
４
人

○
負
傷
32
人
（
う
ち
重
傷
９
人
）

　
【
物
損
被
害
】

○
住
家
被
害
５
件
（
一
部
損
壊
２
件
）

○
非
住
家
被
害
（
工
場
倒
壊
）
３
棟

○
農
業
施
設
67
棟
（
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
倒
壊

　

・
畜
舎
一
部
損
壊
な
ど
）

整備後

倒壊の恐れから境内全体が立ち入
り禁止となっている柳廼社の拝殿

白
山
神
社
の
カ
ツ
ラ 

枝
２
本
折
れ
る

景
観
形
成
地
区
内
の
建
造
物

｢
伝
統
的
町
家｣

と
の
調
和
に
配
慮

修
景
へ
助
成
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　1977年に出版された『福井のむかし話』の
改訂版で、昨年発行された本を紹介します。
　改訂版は、現代の社会事象に合わせて内容や
表現を少し変えてありますが、語り口はもとの
話を生かして編集しています。文字が大きく読
みやすくなり、注釈も多く加えてあります。
　お話は、 ｢しあわせになった話とばちがあた
った話」「ふしぎな話とかわいそうな話」「ちえ
くらべ」「こっけいな話」「こわい話」「動物の話」
に分かれています。最後のページの「福井のむ
かし話地図」を見ると、どこの地域に伝わるお
話かを知ることできます。ふるさとのむかし話
と語り口にふれてみませんか。

　

新

着

図

書

【
一
般
小
説
】

悪
魔
の
種
子
（
内
田
康
夫
）
月
へ
の
梯
子

（
樋
口
有
介
）
土
恋
（
津
村
節
子
）
て
の

ひ
ら
の
迷
路
（
石
田
衣
良
）
軍
艦
甲
鉄
始

末
（
中
村
彰
彦
）
世
界
で
た
っ
た
ひ
と
り

の
子
（
ア
レ
ッ
ク
ス
・
シ
ア
ラ
ー
）
道
三

堀
の
さ
く
ら
（
山
本
一
力
）

【
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

絵
の
教
室
（
安
野
光
雅
）
翻
訳
家
じ
ゃ
な

く
て
カ
レ
ー
屋
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
（
金

原
瑞
人
）
か
わ
い
く
て
、
わ
が
ま
ま
な
弟

　
（
金
澤
絵
里
子
）
甘
茶
日
記
（
中
野
翠
）

文
様
の
名
の
物
語
（
木
村
孝
）

【
児
童
図
書
】

い
ろ
は
の
か
る
た
奉
行
（
長
谷
川
義
史
）

ブ
ン
ダ
バ
ー
９
（
く
ぼ
し
ま
り
お
）
ペ
ン

ギ
ン
た
く
は
い
び
ん
（
斉
藤
洋
）
あ
め
あ

が
り
の
名
探
偵
（
杉
山
亮
）
ピ
ー
ポ
ポ
・

パ
ト
ロ
ー
ル
（
柏
葉
幸
子
）
す
み
れ
ち
ゃ

ん
（
石
井
睦
美
）
あ
や
と
り
し
よ
う
よ
！

　
（
あ
や
と
り
探
検
隊
編
）

【
絵
本
】

ふ
た
り
（
谷
川
俊
太
郎
）
も
っ
た
い
な
い

ば
あ
さ
ん
が
く
る
よ
！
（
真
珠
ま
り
こ
）

あ
か
が
い
ち
ば
ん
（
キ
ャ
シ
ー
・
ス
テ
ィ

ン
ス
ン
）
ゆ
き
だ
る
ま
は
よ
る
が
す
き
！

　
（
キ
ャ
ラ
リ
ン
・
ビ
ー
ナ
ー
）

　

そ
の
他
、三
百
二
十
五
冊
入
り
ま
し
た
。

興
味
や
喜
び

が
な
く
な
っ

た
り
し
ま

す
。
お
か
し

い
な
と
思
っ

た
ら
早
め
に

専
門
医
に
か
か
る
こ
と
が
大
切
。
治
療
の

基
本
は
服
薬
と
休
養
で
す
。

休
養
不
十
分
の
人
が
増
え
て
い
る

　

「
朝
起
き
た
時
に
疲
れ
を
感
じ
る
こ
と

が
多
い
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、

　
「
は
い
」
と
回
答
し
た
人
は
四
四
・
○
％

で
、
平
成
十
二
年
の
調
査
に
比
べ
約
二
倍

に
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
四
七
・
○
％
の

人
が
、
最
近
一
カ
月
間
に
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
た
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
適
度
な
緊
張

感
は
体
に
も
生
活
に
も
必
要
で
す
が
、
過

度
の
ス
ト
レ
ス
は
心
身
の
調
子
を
崩
す
原

因
に
な
り
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
方
法
で

早
め
に
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
レ
ス
は
小
さ
い
芽
の
う
ち
に

　

ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
解
消
す
る
に
は
、

ス
ト
レ
ス
が
小
さ
い
芽
の
う
ち
に
解
消
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
一
日
の
疲
れ
は
入

浴
と
睡
眠
で
、一
週
間
の
疲
れ
は
趣
味
で
、

一
カ
月
の
疲
れ
は
休
暇
を
取
る
こ
と
で
解

消
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　健康おおの21
　今月のキャッチフレーズ

　「栄養剤なんていらないよ
　笑顔が心のビタミン剤」

　

「
健
康
お
お
の
21
」
推
進
の
一
環
と
し

て
、
四
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
の
千
二
百
八

十
五
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し

た
（
回
答
率
九
一
・
四
％
）。
そ
の
中
の

休
養
・
こ
こ
ろ
に
関
す
る
調
査
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

う
つ
病
は
誰
で
も
か
か
る

　

「
う
つ
病
は
誰
で
も
な
り
得
る
と
知
っ

て
い
ま
す
か
」
と
の
質
問
に
対
し
、
「
は

い
」
と
回
答
し
た
人
は
七
三
・
三
％
で
し

た
。

　

う
つ
病
は
強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
時

な
ど
に
脳
内
の
神
経
伝
達
物
質
が
減
少
す

る
こ
と
で
起
こ
る
病
気
で
す
。
発
病
率
は

約
十
五
％
と
い
わ
れ
、
意
味
も
な
く
落
ち

込
ん
だ
り
、
今
ま
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
に

福井のむかし話研究会編
日本標準刊

『読みがたり　　　
　　福井のむかし話』

休
養
と
っ
て
ス
ト
レ
ス
知
ら
ず



ぐるーぷ
登場

2006.3  広報おおの

　

三
月
十
九
日
、
平
成
大
野
屋
平

蔵
で
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
Ｆ
Ｒ
Ｉ

Ｅ
Ｄ　

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
（
フ
ラ
イ
ド

プ
ラ
イ
ド
）
」
が
開
か
れ
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
運
営
す
る

グ
ル
ー
プ
が
「
フ
ィ
ッ
シ
ュ
イ
ン

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
で
す
。
少
し

で
も
多
く
の
人
に
、
良
質
な
生
の

音
楽
を
紹
介
し
よ
う
と
、
平
成
十

六
年
秋
に
結
成
。
同
年
十
一
月
の

イ
ベ
ン
ト
を
皮
切
り
に
、
ロ
ッ
ク

や
フ
ァ
ン
ク
、
ポ
ッ
プ
ス
、
ジ
ャ

ズ
、
ブ
ル
ー
ス
な
ど
多
彩
な
ジ
ャ

ン
ル
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
月
一
回
の

ペ
ー
ス
で
開
い
て
い
ま
す
。

　

「
ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
な
い

こ
と
が
一
番
の
特
徴
。
出
演
者
は

知
名
度
や
ヒ
ッ
ト
チ
ャ
ー
ト
に
関

係
な
く
、
自
分
た
ち
が
ラ
イ
ブ
を

見
て
感
動
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

招
い
て
い
ま
す
。
今
ま
で
食
わ
ず

嫌
い
だ
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
で
も
実
際

に
生
の
演
奏
を
見
る
こ
と
で
、
そ

の
魅
力
が
伝
わ
れ
ば
う
れ
し
い
。

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る

の
は
、
お
客
さ
ん
や
協
力
し
て
く

れ
る
関
係
者
が
い
る
か
ら
こ
そ
。

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
代

表
の
山
脇
勇
一
さ
ん
。

　

ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
も
い
え

る
平
蔵
に
つ
い
て
は
「
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
サ
ウ
ン
ド
で
古
蔵
の

持
つ
伝
統
的
な
雰
囲
気
を
前
面
に

出
す
こ
と
も
で
き
る
し
、
先
端
の

音
楽
を
融
合
さ
せ
て
全
く
違
う
イ

メ
ー
ジ
を
演
出
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
自
由
度
が
高
く
、
面
白
い
空

間
」
と
分
析
し
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
三
月
に
は
、
よ
り

自
由
に
音
楽
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、
平
蔵
で
は
珍
し
い
オ
ー
ル

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
「
平
蔵
プ
ラ

グ
ド
」
を
開
催
。
会
場
一
体
と
な

っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
観
客
・
出
演
者

の
両
者
か
ら
好
評
を
博
し
、
三
回

目
と
な
っ
た
昨
年
十
一
月
の
ラ
イ

ブ
に
は
、
市
外
か
ら
も
多
く
の
観

客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
「
い
い

ス
テ
ー
ジ
に
お
客
さ
ん
が
反
応
し

て
、
会
場
が
熱
く
な
っ
て
い
る
の

を
感
じ
る
瞬
間
が
最
高
」
「
こ
の

活
動
を
通
し
て
音
楽
を
聞
く
楽
し

み
が
広
が
っ
た
。
あ
ま
り
ラ
イ
ブ

に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
人
に
も
気

軽
に
遊
び
に
来
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

●
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｄ　

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

日
時　

三
月
十
九
日
㊐
午
後
六
時

　

三
十
分
〜
（
開
場
六
時
）

出
演　

Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｄ　

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｅ

　

Ｄ
、
ｊ
ａ
ｂ
ｏ
ｏ
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ

　

Ｉ
Ｘ

●
平
蔵
夜
曲

日
時　

四
月
二
十
九
日
㊏
午
後
六

　

時
〜
（
開
場
五
時
三
十
分
）

出
演　

ム
ッ
シ
ュ
か
ま
や
つ
、
飛

　

田
一
男
、
ア
ナ
ム
＆
マ
キ
、
代

　

田
幸
子
、歌
屋
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｅ
、

　

ナ
ナ
・
イ
ロ

※
い
ず
れ
も
会
場
は
平
蔵
。
前
売

　

り
三
千
円
、
当
日
三
千
五
百
円

　
（
平
成
大
野
屋
で
販
売
）

問
合
せ
先
（
Ｅ
メ
ー
ル
）　fish

　

inn_m
usic@

yahoo.co.jp

（10）

市
民
の
ペ
ー
ジ

●
あ
な
た
も
紙
面
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
希
望
す
る
人
は
、
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で

　

☎
０
７
７
９
・
６
６
・
１
１
１
１
（
内
線
４
４
１
）

ｆｉｓｈｉｎｎ　ｍｕｓｉｃ

ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
音
楽
多
彩
に

フィッシュイン　ミュージック



松田幸子さん（24歳）英里さん（21歳）

　　　　　　　　　　　　　　（右近次郎）

2006.3  広報おおの

い
き
い
き
大
野
っ
子

は
っ

す

る

キ
ッ

ズ

（11）

　松田幸子さんと英里さんは昨年11月、日本文学
館（東京）から姉妹で詩集を同時出版しました。
幸子さんの「前略」には家族や友人への感謝の気
持ちが、英里さんの「そらうた　君に恋を語ると
き」には忘れられない恋人への思いが、20歳代の
女性らしい素直な言葉でつづられています。
※いずれも定価840円。市内の勝木書店、ヴィオ
　内ＡＯＺＯＲＡで購入できます

　　　詩を書く上で意識したことはありますか
　幸子　映画とか小説とかで感動するような大作
ってありますよね。でも日常のちょっとしたやり

とりや、ふとした瞬間にも心が温まったり悲しか
ったりすることはあると思うんです。そういう瞬
間を拾って文字にしたいと思いました。
　英里　私は誰かに読んでもらうことは考えてい
なかったので、その時の気持ちや思ったことを格
好つけずに、そのまま表現しようと思いました。
　　　二人にとって詩を書くこととは？
　幸子　思っていることをうまく書けると気持ち
がいいし、書けないと気持ちが悪いです。書きた
いことにぴったりの言葉がひらめいた時は、布団
に入っていても起き出してノートに書きとめたり
します。もう生活の一部になっていますね。
　英里　口に出したくても出せないような、言葉
のやり場がなくなっている時に、詩を書くことで
自分の世界を作るという感じです。
　　　どんな人にこの詩集を読んでほしいですか
　幸子　この詩集は、家族や友人など身近な人の
ことをたくさん題材にして書きました。詩を書く
ことは何も特別なことではないと思うので、詩集
を読んだ人が、自分も書いてみようかなと思うき
っかけになればいいなと思っています。そういう
意味を込めて、詩集の最後には「あなたからあの
人へ」という白紙の章をつけました。
　英里　恋愛をしている女性はもちろん、自分の
親ぐらいの世代の人にも読んでもらいたいと思い
ます。私たちの世代が、普段どんなことを考えて
いるか知ってもらえたらうれしいですね。

こ ん に ち は

授
に
指
導
を
受
け
、
ま
ず
は
原
子

に
見
立
て
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の

玉
に
着
色
す
る
作
業
に
取
り
掛
か

り
ま
し
た
。

　

炭
素
や
酸
素
、
リ
ン
な
ど
の
原

子
ご
と
に
玉
の
大
き
さ
や
色
を
変

え
、
十
二
月
ま
で
に
約
千
個
を
筆

で
二
度
塗
り
。
冬
休
み
に
入
っ
て

か
ら
は
大
学
の
研
究
室
に
通
い
、

つ
ま
よ
う
じ
と
接
着
剤
で
玉
を
つ

な
ぎ
合
わ
せ
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
模
型
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

山
川
さ
ん
は
「
原
子
の
玉
を
正

し
く
組
み
合
わ
せ
る
の
が
難
し
か

っ
た
け
ど
、
完
成
し
た
と
き
は
う

れ
し
か
っ
た
。
次
は
も
っ
と
難
し

い
タ
ン
パ
ク
質
の
模
型
作
り
に
挑

戦
し
た
い
」
と
新
た
な
目
標
に
向

け
て
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

詩
集
を
姉〔
前
略
〕
妹〔
そ
ら
う
た
〕
で
同
時
出
版

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
分
子
模
型
を
作
製

　

有
終
南
小
三
年
の
山
川
雄
平
さ

ん
は
、
細
胞
の
核
の
中
に
あ
る
Ｄ

Ｎ
Ａ
（
デ
オ
キ
シ
リ
ボ
核
酸
）
の

分
子
模
型
を
約
半
年
間
か
け
て
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
模
型
は
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
の
玉
約
千
個
を
組
み
合
わ
せ

た
力
作
で
、
高
さ
は
約
一
㍍
。
カ

ラ
フ
ル
な
色
彩
で
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
特
有

の
二
重
ら
せ
ん
構
造
が
正
確
に
再

現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
夏
休
み
、
山
川
さ
ん
は

　
「
お
お
の
子
ど
も
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

タ
」
の
分
子
模
型
教
室
に
参
加
し

ま
し
た
。
福
井
大
学
医
学
部
の
藤

井
豊
助
教
授
が
考
案
し
た
分
子
模

型
キ
ッ
ト
を
使
い
、
プ
ロ
パ
ン
や

ベ
ン
ゼ
ン
な
ど
の
簡
単
な
模
型
作

り
を
体
験
。
そ
の
時
、
資
料
に
載

っ
て
い
た
複
雑

な
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
模

型
を
見
て
「
形

が
面
白
い
。
今

度
は
こ
れ
を
作

り
た
い
」
と
興

味
を
持
っ
た
そ

う
で
す
。

　

夏
休
み
後
半

か
ら
藤
井
助
教

幸子さん 英里さん



奥越前に春を呼ぶ音楽会

　

「
豊
か
に
楽
し
く
」
を
目
的
に

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
学
ぶ
市
民

学
校
で
は
、
平
成
18
年
度
の
開
校

に
向
け
、
企
画
や
運
営
を
手
伝
っ

て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
年
齢
や

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
せ
先　

生
涯
学
習
セ

　

ン
タ
ー
（
教
育
委
員
会
社
会
教

　

育
課
内
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

５
４
２
）

●
西
里
団
地
（
１
戸
）

　

規
格　

３
Ｋ
（
風
呂
無
・
ト
イ

　
　

レ
有
）

　

家
賃　

月
額
６
６
０
０
円
〜
１

　
　

万
２
５
０
０
円

●
東
二
番
町
家
住
宅
（
１
戸
）

　

規
格　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
風
呂
・
ト

　
　

イ
レ
有
）

　

家
賃　

月
額
５
万
４
７
０
０
円

　
　

〜
６
万
５
０
０
０
円

　
【
共
通
事
項
】

資
格　

一
定
の
収
入
基
準
以
内
で

　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

申
込
締
切
日　

３
月
22
日
㊌

申
込
・
問
合
せ
先　

都
市
整
備
課

　

住
宅
緑
地
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
３
５
３
）

受
付
開
始
日　

３
月
１
日
㊌

加
入
資
格　

大
野
市
に
住
民
登
録

　

・
外
国
人
登
録
し
て
い
る
人

掛
け
金　

年
間
５
０
０
円

共
済
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
19

　

年
３
月
31
日

お
知
ら
せ

●
大
野
市
役
所
・
大
野
市
教
育
委
員
会　

☎
０
７
７
９
・
６
６
・
１
１
１
１

　

住
所　

〒
９
１
２
︱
８
６
６
６　

福
井
県
大
野
市
天
神
町
１
︱
１

そ
の
他　

市
外
に
転
出
し
た
場
合

　

も
共
済
資
格
は
継
続
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先　

生
活
環
境
課

　

市
民
生
活
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
４
６
５
）

日
時　

３
月
25
日
㊏
午
前
６
時
15

　

分
に
Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
集
合

行
き
先　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ

　

オ
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

定
員　

60
人
（
先
着
）

参
加
料　

小
学
生
６
０
０
０
円
、

　

中
学
生
以
上
１
万
２
５
０
０
円

申
込
期
間　

３
月
１
日
㊌
〜
15
日
㊌

そ
の
他　

Ｕ
Ｓ
Ｊ
１
日
入
場
券
付
き

申
込
・
問
合
せ
先　

生
活
環
境
課

　

市
民
生
活
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
４
６
４
）

　

仕
事
や
生
活
で
身
に
付
け
た
知

識
や
技
能
を
、
社
会
に
役
立
て
て

み
ま
せ
ん
か
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
が
「
人
材
登
録
指
導
者
」
に
認

定
し
、
市
民
か
ら
の
要
請
に
応
じ

て
講
師
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　

３
月
24
日
㊎

申
込
・
問
合
せ
先　

生
涯
学
習
セ

　

ン
タ
ー
（
教
育
委
員
会
社
会
教

　

育
課
内
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

５
４
３
）

　

当
市
在
住
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

松
谷
由
美
さ
ん
と
そ
の
仲
間
た
ち

に
よ
る
音
楽
会
で
す
。
弦
楽
合
奏

と
チ
ェ
ン
バ
ロ
に
よ
る
季
節
の
調

べ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
24
日
㊎
午
後
７
時
〜

※
開
場
は
午
後
６
時
30
分
〜

場
所　

文
化
会
館

入
場
料　

２
０
０
０
円
（
高
校
生

　

以
下
１
０
０
０
円
）

※
当
日
券
は
３
０
０
円
増
し

問
合
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
振

　

興
室
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

５
４
５
）
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　市民と行政との地域づくり研究塾「大野明倫
館」の研究成果発表と、全国の地域づくり研究
者や実践家によるパネルディスカッションを行
います。
日　　時　３月18日㊏午後２時〜
場　　所　有終会館
成果発表　七間朝市の活性化研究▼水の見える
　　　　　ロードマップづくり▼市民と行政と
　　　　　の協働ルールづくり
パネリスト　岡崎昌之さん（法政大学教授）鳥
　巣研二さん（中小企業診断士）木ノ切英雄さ
　ん（㈶ハートランド推進財団理事）柳澤昌一
　さん（福井大学助教授）坂本均さん（ＧＮＯ
　Ｍ自然環境教育研究所代表）天谷光治（大野
　市長）
参加料　無料
問合せ先　教育委員会社会教育課
　　　　　　（☎66・1111内線543）

半歩先ゆく地域づくりを考えよう

昨年の音楽会の様子

都
市
整
備
課

市
営
住
宅
な
ど
入
居
者
募
集

生
活
環
境
課

交
通
災
害
共
済

申
し
込
み
受
け
付
け

生
活
環
境
課

ふ
れ
あ
い
市
民
号

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

あ
な
た
の
知
識
や
技
能

人
材
登
録
で
活
用
を

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
市
民
学
校
」

企
画
運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集

駅プラン助成終了
　駅プランの利用助成制
度が３月で終了します。
駅プランの利用助成を受
ける人は、３月31日まで
に生活環境課へ申請して
ください。
問合せ先　生活環境課
　（☎66・1111内線464）



か
ら
開
始
で
き
ま
す
。

　

な
お
振
替
日
に
残
高
不
足
な
ど

に
よ
り
振
り
替
え
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
後
日
送
付
す
る
不
能
通

知
で
の
現
金
納
付
と
な
り
ま
す
。

　

３
月
20
日
㊊
〜
26
日
㊐
は
、
春

の
火
災
予
防
運
動
週
間
で
す
。

　

春
は
空
気
が
乾
燥
す
る
上
、
風

の
吹
く
日
が
多
い
こ
と
か
ら
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
【
３
つ
の
習
慣
】

▼
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

▼
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

　

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

▼
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

　
【
４
つ
の
対
策
】

▼
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅

　

用
火
災
警
報
器
等
を
設
置
す
る

▼
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

　

ぐ
た
め
に
防
炎
製
品
を
使
う

▼
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

　

置
す
る

▼
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　

人
を
守
る
た
め
、
隣
近
所
の
協

　

力
体
制
を
つ
く
る

問
合
せ
先　

消
防
本
部
（
☎
66
・

　

０
１
１
９
）

　

市
で
は
、
市
税
の
納
付
に
口
座

振
替
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一

度
申
し
込
め
ば
納
期
の
た
び
に
納

め
に
出
掛
け
る
必
要
が
な
く
、
指

定
し
た
口
座
か
ら
市
税
を
振
り
替

え
で
き
る
便
利
な
制
度
で
す
。

　

金
融
機
関
な
ど
に
備
え
付
け
の

申
込
書
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

振
り
替
え
は
申
し
込
み
月
の
翌
月

「感性はがき展」作品集を発刊

市 民 の う ご き
２月１日現在 前　月　比

世帯数 12,284世帯 −21世帯
人　口 39,760人 −53人

内
訳

男 18,967人 −20人
女 20,793人 −33人

１月中
の異動

転入 56人 出生 18人
転出 72人 死亡 55人

介護保険制度説明会

国民年金

2006.3  広報おおの （13）

　４月から介護保険制度が変わります。
市では、制度の変更に関する説明会を
下記の日程で開催します。申し込み不
要。どの会場でも参加できます。

時間　午後７時〜９時
問合せ先　福祉課高齢福祉係
　　　　　（☎66・1111内線481）

　軽自動車税は、４月１日現在の所有（使用）者に
課税されます。軽自動車やバイクの廃車・名義変更
は、３月中に手続きを済ませてください。なお車種
によって届け出先が異なります。ご注意ください。
市役所で手続きできる車種
　125㏄以下のバイク、小型特殊自動車、農耕車
手続きに必要なもの
　【廃車】ナンバープレート、印鑑
　【名義変更】譲渡証明書、自賠責保険証明書、印鑑
　※転入・転出した場合も届け出が必要です
届出・問合せ先　税務課納税係（☎66・1111内線421）
　※上記以外の車種は下記まで問い合わせください
軽四輪自動車　福井市浅水町138-11-３
　軽自動車検査協会福井事務所（☎0776・38・1509）
125㏄を超えるバイク　福井市四谷１丁目1402
　中部運輸局福井運輸支局（☎0776・34・1600）

　

「
川
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
第

４
回
越
前
大
野
感
性
は
が
き
展
」

の
作
品
集
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

川
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
一
枚

の
は
が
き
に
写
真
や
絵
、
文
章
な

ど
で
表
現
し
た
優
秀
作
品
５
２
０

点
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ
５
版
、
１
２
７
ペ
ー
ジ
、
価

格
は
５
０
０
円
。
市
役
所
で
販
売

し
て
い
ま
す
。
郵
便
振
替
で
も
購

入
で
き
ま
す
（
送
料
別
）。

問
合
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
振

　

興
室
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

５
４
５
）

　国民年金には１年分の保険料をまと
めて納付する前納制度があります。平
成18年４月から19年３月までの保険料
を前納した場合、毎月納付に比べて下
表の通り割り引きされます。

　現金（納付書）で前納する場合の納
付期限と、口座振替で前納する場合の
振替日はいずれも５月１日㊋です。
　口座振替での前納は、福井社会保険
事務所または口座のある金融機関・郵
便局へ申し込みください。平成18年度
分の申込期限は３月29日㊌です。
問合せ先　福井社会保険事務所
　　　　　（☎0776・23・1002）

軽自動車など廃車・変更３月中に

消
防
本
部

３
月
20
日
〜
26
日

春
の
火
災
予
防
運
動
週
間

　

納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
申
込
書
に
組
合
長
の
確

認
印
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

税
務
課
納
税
係
（
☎

　

66
・
１
１
１
１
内
線
４
２
２
）

税
務
課

市
税
は
口
座
振
替
で

日　程 会　　場
3月15日㊌ 乾側公民館・小山公民館
3月16日㊍ 上庄公民館・阪谷公民館
3月17日㊎ 下庄公民館・富田公民館

3月22日㊌
五箇公民館
和泉地域福祉センター

3月23日㊍ 有終会館

区分 毎月納付 前納 割引額
現金

166,320円
163,370円 2,950円

口座 162,830円 3,490円
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　２月４日、平成大野屋で「越前大野　報恩講料理の
集い」が開かれました。報恩講は古くから伝わる浄土
真宗の行事の一つ。その際、各家庭で収穫した野菜を
持ち寄り調理したのが報恩講料理です。参加した人た
ちは、ゼンマイのあえ物やスコなど、素朴で素材の味
を生かした料理をじっくりと味わっていました。

報恩講料理に舌鼓

正津投手プロの技手ほどき

　有終西小学校と越前町四ヶ
浦小学校の「冬の交歓会」が
１月29日、六呂師高原スキー
場で開かれました。この交歓
会は江戸時代に四ヶ浦小の校
区が大野藩の飛び地だったこ
とが縁で、昭和60年から両校
ＰＴＡが開催しているもので
す。夏は四ヶ浦で海水浴、冬
は大野でスキーと交流を続け、
今回で夏・冬を合わせて40回
目を迎えました。この日は両
校の５年生と保護者約150人
が参加し、澄み切った青空の
下、真っ白なゲレンデに次々
と美しいシュプールを描いて
いました。

山の子、海の子
スキーで“交遊”

　西武ライオンズの正津英志投手による野球教室
が、１月５日に有終会館で開かれました。市内７
つのスポーツ少年団から約120人が参加。正津投
手は「体をまっすぐ相手に向けて」「腰を使って
投げる感じで」などと声を掛けながら、一つ一つ
の動作を丁寧に指導していました。
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　和泉保育園の園児と地域のお年寄りによる
　「ふれあいもちつき会」が、１月19日に和泉
地域福祉センターで開かれました。参加した
園児とお年寄りは「ヨイショ、ヨイショ」と
掛け声を掛けながら、きねとうすを使った昔
ながらのもちつきを楽しみました。園児たち
は「上手につけた」「みんなで食べるとおい
しい」などと話しながら、つきたてのもちを
口いっぱいにほおばっていました。

お年寄りと一緒に“ヨイショ”

話題のひろば

　「あっ宝んど」の有料入館者数が、１月７日に100万
人を突破しました。記念の100万人目となったのは、上
志比村の嶋田勝さん一家。花束と記念品を受け取った嶋
田さんは「月に２、３回利用します。ゆっくりできると
ころが気に入っています」と話していました。

あっ宝んど100万人突破

　七間通りで２月４日、雪見灯ろう会が開かれ
ました。通りには高さ約１㍍の雪の灯ろう150
基が並べられ、ほのかなろうそくの明かりが、
幻想的な光景を浮かび上がらせました。会場で
は振る舞い酒やミニコンサートもあり、大勢の
家族連れなどでにぎわいました。

“幻景”七間通りに雪の灯ろう



　

三
月
に
入
り
、
ち
ら

ほ
ら
と
春
を
感
じ
る
日

が
あ
る
よ
う
に
な
る
と

周
り
は
春
支
度
を
始
め

る
。三
月
の
別
称
は「
弥

生
」
だ
が
、
こ
れ
は
こ

の
季
節
、
草
木
が
い
よ
い
よ
生
い
茂
る
「
木
草

弥
生
月
」
か
ら
き
て
い
る
と
い
わ
れ
る
▼
草
木

も
春
を
待
っ
て
い
る
の
だ
が
、
今
冬
の
思
い
も

か
け
な
い
大
雪
は
、
人
間
だ
け
で
な
く
草
木
に

と
っ
て
も
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
近

く
の
公
園
の
木
々
も
枝
が
折
れ
、
哀
れ
な
姿
を

み
せ
て
い
る
。
街
路
樹
も
枝
が
折
れ
そ
の
枝
に

い
く
つ
も
の
膨
ら
み
始
め
た
芽
が
付
い
て
い
る

の
を
見
つ
け
る
と
、
か
わ
い
そ
う
に
な
る
。
我

が
家
の
庭
木
も
二
度
の
屋
根
雪
に
、
根
元
か
ら

折
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
る
。
軒
先
に
お
い

た
鉢
植
え
も
雪
の
下
に
。
ま
た
芽
を
付
け
て
く

れ
る
だ
ろ
う
か
▼
久
し
ぶ
り
に
、
友
人
が
そ
ば

を
打
つ
と
い
う
の
で
出
掛
け
て
行
っ
た
。
予
測

し
な
か
っ
た
雪
の
た
め
、
掘
り
起
こ
せ
ず
に
い

た
畑
の
大
根
を
掘
り
起
こ
し
、
お
ろ
し
そ
ば
に

し
て
食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
▼
大
事
そ
う
に
大
根

を
掘
り
起
こ
す
友
人
を
見
な
が
ら
「
雪
国
の
人

が
辛
抱
強
い
の
は
、
雪
の
せ
い
で
す
ね
」
と
言

わ
れ
た
言
葉
を
思
い
出
し
た
。
確
か
に
そ
う
だ

と
思
っ
た
。
自
然
に
逆
ら
わ
ず
、
毎
日
毎
日
雪

と
戦
い
辛
抱
強
く
春
の
訪
れ
を
待
つ
心
構
え
が

あ
る
▼
幸
い
に
も
今
年
に
入
り
降
雪
量
が
少
な

か
っ
た
の
で
良
か
っ
た
も
の
の
、
い
く
ら
辛
抱

強
い
と
い
え
ど
も
、あ
の
ま
ま
降
り
続
い
た
ら
、

精
神
的
、
肉
体
的
、
経
済
的
に
も
ど
う
だ
ろ
う

か
と
い
う
の
が
本
音
で
あ
り
、
改
め
て
雪
国
の

冬
対
策
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
も
の
だ
（
小
林
）

発
行　
福
井
県
大
野
市　
　
　
　
　
　
　

編
集　
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
☎
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）
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　「男女がその個性と能力を十分に
発揮できる社会」の実現に何が必要
なのかと、推進員の２人に質問して
みた。すると「自分がして（言って）
もらってうれしいことは他人にもし
て（言って）あげる。自分が嫌なこと
はしない（言わない）。その気持ちが
大切なのでは」と答えが返ってきた。
共働きの多い当市で、仕事を終え帰
宅した息子の妻に一言掛けるなら
「また遅かった」ではなく「遅くまで
大変だね」とも。ぜひ実践を（林）

編集後記

　１月29日、上庄小学校で「ふるさ
とのつどい」が開かれました。これ
は、福井県が昭和56年に置県100
年を迎えたことを契機に、翌年置県
の日である２月７日を「ふるさとの
日」と定めたことにちなんで実施さ
れたものです。ふるさとの日は、県
民一人一人が自らの郷土についての
理解と関心を深め、より豊かな郷土
を築き上げることを期する日とされ
ています。同小で開かれたつどいに
は、全校児童と地域住民約380人が
参加しました。粉引きときな粉もち
作りに挑戦した子供たちは、初めて
ひく石臼に悪戦苦闘の様子。地域住
民からゆっくり回すコツなどを伝授
され、次第に教室いっぱいにきな粉
の香りを漂わせていました。

　このコーナーでは、和泉地区の観光スポットや、
名所・旧跡などを紹介します。

大
野
市
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｕ
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
（
上
大
納　

℡
78
・
２
８
５
５
）

　
（
旧
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
場
）

　北陸初の常設コースを持つクロスカントリースキー場です。
全長５㌔、標高差75㍍のコースは、競技だけでなく森をハイキ
ングするネーチャースキーにも最適です。ローラースキーを使
った夏場のトレーニングもできます。

●コース利用料金　　　　　　　　　●アクセス

●コース概要
　■　全長　５㌔
　■　コース幅　６〜７㍍ 
　■　標高差　75㍍
　■　全登行距離　150㍍ 
●休場日
　毎週水曜日（祝日・振替休日のとき
　は翌日）、祝日・振替休日の翌日

表紙のことば い ず み 探 訪 ４

この広報紙は、古紙配合率100％の再生紙と
環境に優しい大豆油インキを使用しています。
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大　人 小中高生
１日 500円 200円
シーズン 4,000円 2,000円
大会使用 20,000円 10,000円


